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『南山神学』 39母（2016年3月） pp. 283-321. 

「た£ひとゑに御大切にわもやうされ」

一「こんちりさんのおらしよIの系譜（1)-

西脇純

はじめに

本稿は，潜伏キリシタン時代に伝わり，明治期の日本のカトリック教会の祈

祷書に収録されて以来連綿と受け継がれている「こんちりさんのおらしよJの

系譜を，主に『公教舎新譜文』の発刊以後の推移に焦点をあてて概観しようと

するものである。

「こんちりさんのおらしよ」ならびにこの祈りを収める小冊子『こんちりさん

のりやく』については，すでに入江滑， Jll村信三らに綿密な研究があるlo 本稿

もその成果に学び，まずは，「こんちりさんのおらしよ」の出自（1）と，この

祈りが後に『聖教日課』や『公教日課』などの明治最初期の祈祷書に収録され

ていった次第を，「おらしよ」の本文を紹介しつつ，手短にまとめることにしよ

う（2～5）。次に，大日本国帝国憲法の施行後に発刊された『公教舎新構文』と，

昭和の戦時下の諸版，戦後の改訂版（1947年出版認可）を中心にとりあげ（6

～9），最後に，現代語訳の試みをも一例紹介することにしたい（10）。なお，紙

幅の関係上，ここに引用する諸版の比較検討ならびに通史的な概観は次号に機

会を譲ることをおゆるし願いたい。

1入江滑「 『こんちりさんのりやく』論考」 『国語国文』61巻2号（1992年） 17-34頁，）11

村信三「『こんちりさんのりやく』の成立背景と意義ーキリシタンの精神的支柱としての
特異性一」 『育山学院女子短期大学総合文化研究所年報』 9（羽田年） 97-125頁。
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1 .「こんちりさんのおらしよ」

「こんちりさんのおらしよ」の「こんちりさん」はポルトガル語の「con廿i~o

痛悔Jの転靴である。ラテン語の「con凶tio」に相当する。一方「おらしよ」

はラテン語の「oratio 祈り」に由来する。ポルトガJレ語の rora~o」に相当す

る言葉でもあるZ。以下，まずは「こんちりさんのおらしよ」を収める 『こんち

りさんのりやく』がどのような背景のもとで成立したかを概観しよう。

1 . 1 . 『こんちりさんのりゃく』

『こんちりさんのりやく』は， 1603年，イエズス会のポルトガル人宣教師でH

本司教だったセルケイラ（L凶sde Cerqueira, 1551/52・1614年）によって長崎で

出版された。キリシタン用語を用いつつH本語で著されたが，刊本は現存せず，

「外海・五島・長崎系の潜伏キリシタン」の聞で伝承された写本が複数残る30

この書の主題である「こんちりさん」は， 2田余年の迫害期にあって潜伏キリ

シタンの信仰心を支え，いわゆる1865年の「信徒発見」の出来事を可能ならし

めたといわれる七キリシタン史研究の尾原悟も「こんちりさんの思想Jを「日

本に根付いたキリスト教思想」であると評価するE。 『こんちりさんのりやく』

2 「おらしよJの語義について，尾原悟編『きりしたんのおらしょ』（キリシタン文学双書，
キリシタン研究第42輯，教文館， 2（肪年） 261-264頁参照。

3写本には，「大浦本」（大浦天主堂所蔵本）， 「外海本」 （外海歴史民俗資料館所蔵本），
「浦川本」 （浦川和三郎『切支丹の復活後編』，国書刊行会，復刻版 1979年， 861-877

頁に翻刻された写本）， 「天理本」 （天理大学図書館所蔵本［回北文庫本・写真版］） 「パ
り写本」 （パリ外国宣教会所蔵本）などがあり，詳しい照合と校訂が侯たれる。近年発見
されたという「パリ写本Jについては，ドベノレグ美那子「新出かくれキリシタン遺物をめ
ぐってーパリ外国宣教会所蔵の古写本『こんちりさんのりやく』」『アジア遊学 h制g血lg

A民a』127号（2009年） 181・188頁を参照。なお， 「生月・平戸系Jの潜伏キリシタンの
聞では「こんちりさんのりやく」は伝承されず，この伝本の有無が「外海・五島・長崎系」
において伝承された信仰との相違の一因となったとみられる。川村信三「『こんちりさん
のりやく』の成立背景と意義J，前掲論文， 100頁参照。

4川村，同論文， 98-100頁， 117-120頁ほか参照。
5尾原悟「殉教と復活」相良亨・尾藤正英・秋山度編著『講座日本思想4時間』 〔岩波書
店， 1984年） 169-200頁，特に191-196買（「こんちりさんの系譜J）を参照。
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がH本の教会史を語るうえで欠かすことのできない重要な一書であるというこ

とができょう。

そもそもこの小冊子の出版の背景には， トリヱント公会議における「ゆるし

の秘跡」の要件についての厳格な規定と， 1587年の豊臣秀吉の伴天連追放令を

きっかけに次第に困難になってゆく司牧との狭聞に立たされた， 1590年代の日

本宣教師の遼巡があった九というのも，トリエント公会議の第14盛式会議（1551

年11月）は，信者が大罪（peccatummortale）を犯した場合は，司祭への告白

(confe副 o）が欠かせないと，次のように決議していたからである。

上に説明したゆるしの秘跡の（主による）制定に基づき，罪をことごとく

（司祭に）告白すべきことも，主によって制定されたのであり，これは，神

法により，洗礼後に堕落し（罪を犯し）たすべての者に必要なことである

と，普遍教会は常に理解してきた。 ［…］以上のことから，悔俊者は，良

心の糾明によって意識しているすべての大罪を，告白の際， （司祭に）申

し述べなければならない。 7

ただし， トリエント公会議は，完全な痛悔によって一一それがゆるしの秘跡

を受けたいという望みと結ぼれている限り一一神との和解が，司祭への告白の

前であっても成立するとし，痛悔の役割を重視するいわゆる「真の痛悔支持者

con加tionist」らの立場を完全に否定してはいなかった。

6川村情三「『こんちりさんのりやく』の成立背景と意義」，前掲論文， 109-116頁参照。
1 DH 1679-1680 (= H. Der国nger,Er世世idion勾宜lholぽ um払 a.hg.v. H. H也m.ermann,

F国 burg旭町也gaul伺1,541る42):E高出血組onesacr細血且pa出 回 出eiam猷 pli血 ta

universa Eccle由 semperh包llexit，出titutametiam白隠aD世世ω阻tegr甜 lpぽ catorum.

阻 ¥f箇 sionem[d. I配 5:16;llo 1, 9; Le 5:14; 17:14], et岨 mib凶 postbaptismum lapsis iure 

di討加 n民俗副即日出tぽe[ca乱 η，［”.］.Ex his oolligitur，叩ぽt田 ap組岨回位以lS

岨 mi.apeαatamo此d担，qu叩 nnpo喧td且伊＼temS叫 discussion血＼ C佃 sci曲値甜＼hab凶 t,
註1阻 UeS姐one館倒ts叫［..• ]. 
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（聖なる公会議は）加えて次のように教える。この痛悔がしばしば愛によっ

て完全なものとなって，この（ゆるしの）秘跡を実際に受ける前に，人聞

の神との和解が起こるとしても，痛悔に含まれる，秘跡を受けたいという

望みなしには，その和解は痛悔に帰されるものとはならない。 8

そこで，イエズス会宣教師らは，前述の宣教師らの遺巡について話し合われ

た1592年の日本第1回管区総会議において，すでに信者の聞で実践されていた，

病者へのある配慮が認められるかどうか，総会長にアドヴアイスを乞うことに

した九その配慮とは，「聴罪司祭がいないため，罪を告白することが全くでき

ないJ場合，病者が「魂の平和と救済を得るための何らかの方法を見出すJ手

段として，病者らが「何をすべきであり，また看護人をどのようにして役立た

せるかを狭い紙に印刷しておいて，病者が痛悔を起こして善き死の準備をさせ

るj というものであった10。

3年ごとにローマで開催されるイエズス会の代議員総会に，日本の宣教を巡

る諸問題に関わる質問状を託され派遣されたのは，日本第1回管区総会議に出

席したヒル・デ・ラ・マタ神父（Gilde la Mata，国.1547・1599年）であった。

マタは，スペイン各地を訪問，アルカラ大学の倫理神学者ガプリエノレ・パスケ

ス（GabrielVa叫uez,1549-1印4年）らから，マタが日本から持参した質問状へ

の解答を得，その足でローマの代議員総会に出席，最終的にイエズス会総長ク

8 DH 1677 (= H.加国ng回，面叫也制ionsymbol佐山L制d.5叫： Doc1杭 pr健脚色曲i

αm凶値onemhan.c aliq田 ndo臼ri旭恰p白蛇tames艶 αm也 .gath四曲四阿国民oreconci-

liare，戸iu判uamhoc sacram血 tumぽ他副凶がatur,ipsam凶M出血世間佃d凶 an.em

ipsiαm凶値oni曲目acr，出回世vc叫 quod血血血d凶itur,non幽 ea也αゐendam.12世

紀に始まる「αm凶出」と「a出itio」の区別と，これらを巡る神学論争の経緯について，
H. y，ぽ併mlぽ， BuBeund Krank凹 salbung(H日； Bd. 4, 3), F飽ゐ凶・g-Basel-W出，， 1978, 

138-145, 168-170, 174-176.などを参照。
9川村信三「『こんちりさんのりやく』の成立背景と意義」，前掲論文， 110-113頁参照。
10 グァりニャーノ「日本第一回管区総会議議事録 1592年」ヴァリニャーノ著，家入敏光訳

編『日本のカテキズモ』 （天理図書館参考資料7，天理図書館， 1969年） 2必-323頁， 306

頁（第27章3）。
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ラウディウス・アクアヴィーヴァ（OaudiusAquaviva, 1543-1615年，総長在

任 1581・1615年）と教皇庁の認可とを得た叱ゆるしの秘跡に関する日本管区の

質問は，「神父たちは呼ばれたときいつでもかならず病人の許に告解を聴きに行

く義務があるでしょうか」というものであった叱これに対するパスケスの回

答は次のようであった。

ある経験豊かな方の判断と，明らかな理由によって，（こうした場合13）告

解（を聴き）に行かなくてもよいでしょう。ただし，緊急の事態の中で告

白ができないときに備えて，人々が完全な痛悔（con凶泊o）を心がける習

慣をもつよう注意する必要があります。 14

この回答をマタ神父が携えて日本に戻ってきたのは1598年8月のことだった。

時あたかも， 26名の信徒・司祭・修道者らの処刑が長崎で執行され（日本 26

聖人の殉教， 1597年），迫害の危機が現実のものとなっていたa 「霊魂の救いへ

の配慮Jを宣教活動の究極目的としていたイエズス会宣教師たちにとって叱

パスケスの回答は，たとえ罪の告白が叶わない場合であっても，完全な痛梅が

あれば，神との和解が成立し，罪がゆるされ，霊魂の救いが得られるという彼

らの考えに確信を持たせるものとなった。当時イエズス会日本準管区長の地位

にあり，イエズス会の日本宣教の責任者でもあったベドロ・ゴメス（Pedro

日川村信三訳 『ガプリエル・パスケス『日；本の倫理上の諸問題について』 J上智大学中世
思想研究所鋪訳・監修『中世思想原典集成却近世のスコラ学』（平凡払2（削年.）96.':ト995

頁， 969・970頁．
12問書，”4貰．
13緊急性がなかったり，本人に大罪を犯したという怠習院がない鋸合．同頁参照．

14同署f,993-＇”4買。
lS『こんちさんのりやく』も序文でまず『人の上に大事の中の一大事というわ，あにまのた
すかるといふ事』という言葉で始まる。片岡弥吉校注「こんちりさんのりやく」海老沢有
道， H.チースリク，土井忠生ほか校注『キリシタン書排耶書』（日；本思想体系25，岩波
書店， 1970年） 361-380頁， 362頁．
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Gomez, 1535・1600年）も，痛悔を「霊的薬」と呼んで，その実践を信徒の聞に

広めるよう，宣教師らを促していた16. このような状況下で発行された書が，

痛悔の意義を説き，切にこれを勧め，瀕死の信者には「霊魂の扶かりJを得る

ためにせめて「こんちりさんのおらしよ」を心の内に唱えよと勧告する書『こ

んちりさんのりやく』だったのである。本書の作者は知られていない。川村は，

何らかの欧文冊子が基になっている可能性に触れつつ，「『こんちりさんのりや

く』の原文は日本宣教師の労苦の成果である」とし，具体的に，前出ゴメスの

名を挙げて彼の関与を指摘している11.

1. 2. 「こんちりさんのおらしよ」の本文

「こんちりさんのおらしよ」が『こんちりさんのりやく』に収められた祈りで

あることは先にも述べた。この祈りが置かれる位置は写本によって異なるが，

ここでは，祈りを末尾に置く版，具体的には，片阿弥吉の枝注になる，いわゆ

る「カトリック長崎大司教館（大浦天主堂）蔵」の原本を底本とする校訂版か

ら引用しよう180 この「大浦本J（大浦天主堂所蔵本）を含め，『こんちりさんの

りやく』の写本は，ほとんど平仮名を主体に書かれている。そのため，枝注に

あたって片岡は，次の5つの方針を立てている。

1仮名遣いは，底本のままとした。 2清濁は、底本の原態を尊重しつつ，

校注者が定めた。 3底本の平仮名に適宜漢字を宛て，もとの平仮名は振仮

名として残した。 4底本にある振仮名にはりを付した。 5校注者の付した

振仮名は、平仮名・新仮名遣いで 0を付した。 19

16川村信三「『こんちりさんのりやく』の成立背景と意義」，前掲論文， 97-98頁， 113-116
頁参照。

17同論文， 115頁参照．
18片阿弥育校注「こんちりさんのりやく」『キリシタン書桝E書』，前掲書， 378-380頁。
19同書， 9頁．
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さらに片岡は，本来「でうす」（Deus）とあるべきところ誤って「ぜすH

(Jes田）となっている箇所があるとして，それらの箇所にV印を付して，訂正を

施している叱片岡の校訂版によれば，大浦本の「こんちりさんのおらつ所」

では，「でうす」とあるべき全4例のうち，後半の2例が「ぜす』」となってい

るという210

以下は，片岡の校訂版からの引用による「こんちりさんのおらしよJの題目

と本文である。なお，引用文中の下線は校訂版による。

第四主立にたちかゑり奉る事人の申上べきこんちりさんの並2Pliの事

労事かなゑたまへ。 yめ繁りをましまさ定主主主の御前にて，はがり

（なき）織の身として，華宵ベき崩なしとわいへども，はがりなき御

幸暴に績みをかけ，話悪の請にからめられながら，た三いま御前にいで奉

る也。

さでも御身わ，踏め繁りなきお五営実の御主に，きわまる御書通のみ績と

様にてましますに，我等にあたゑ手されしあっき御蛍のかず〈竺まこと

に搬なければ，万事にこゑて藻く御大切に存じ奉りし事こそ械なるべ

き，さわなくしてかへりて事誌のつみとがの道誌をつくしてそむき奉るわ

が身なれば，いまさら瑚鋭かうむり奉るべき身にわあらずとわきまへ

奉る也。

われかつてお刊し詳をも謙ぢ奉らじ。たみ誌のはなはだ宣くn，し

却同書， 362-363頁の頭注を参照。
21中村博武『宣教と受容一明治期キリスト教の基礎的研究』（恩文閣出版， 2000年） 186・187

頁はa大浦天主堂所蔵本など「こんちりさんのりやく」の伝承三写本に頻出する「でうす」
と「ぜす』（せす〉）」との取り違えが文意の不明瞭さを生んでおり，このことから，「こ
れら三写本を検討する限り，潜伏キリシタンの聞でこの書物が十分に理解され，伝写され
てきたとは到底恩われないJとしている．

2 「＜ J 「くつはくの字点．以下同様。
盟「をもむく」は「をもく（重く） Jの誤記。片阿弥育校注「こんちりさんのりやく」 『キ
りシタン書排耶書』，前掲書， 379頁の頭注を参照。
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かも薮かぎりなき事を官長し奉る也。

しか宮といへども，御幸暴わわが詳よりも藻き御子ぜすh きりしとの，

諾したもふ御孟の御端わ わがっ斜よりもなを営実にましますとわきま

へ奉る也。

しかるとき，御主孟きの御ことばにわ，「事人，わが訴を岳やみかなしみ

奉るにおいてわ，街蒔にてもゆるしたまわん」との御論策なれば，いま思

召いだしたま史て，われに事詩をゆるしたまへば，通ぎし詳もいま心の雇

より，ふか審議みかなしみ奉る。

深く御省滑りし事，あながち嶺主にてわおくべき識におそれで

の事にもあらずとわきまゑ奉る。た三ひとゑに御大切にわもやうされ，御

露軍，御嘗話ばかりましまさん御身をそむき奉りし事をかなしみ申もの也。

しかれど，嘉人いまよりわが道選を官め，二たび主ゑ主主詳をおかせし
ないL＋う かた き世

て，かつてV主主主の御内証をそむく事あるまじきと，堅くおもい定め申

もの也。

いま官みの御まなじりを，葬人なる我等にめぐらせたまゑ。わが詳のか

わりとして，御単車にはかりなき御協をドげ奉れば，これをもって

われに御棋をゆるしたが。立との謡したもふ御品の御端と，御身

の御議き官みに韻みをかけ奉りて，おかせし詳の御ゆるしをこい仇達制

ぱ，又此諒認の御官ぎにわ，御島さんたー丸やさまを頼み奉れば，御とりあ

わせをマ主主主様も踊しめしヌ〉たま家て，これをもって，われに御師長

をゆるしたまへ。

われ此紛にわおよばぎれども，御子て：？努？に二たび告しくわゑさせたま

へとつ宮司んで頼み奉る。

あんめんーぜす』24

M 片阿弥育校注「こんちりさんのりやくJ，前掲書， 378-380頁。
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この「こんちりさんのおらつ所」が潜伏キリシタンにとってどれほど大切な

祈りであったかは，同じ『こんちりさんのりやく』に，瀕死の信者にはせめて

「こんちりさんのおらっしょ」を心の内に唱えるよう勧めよと記されていること

からもわかる。

こ』に
と4

’ をことぐくしめすベし。もしはや時きわまり，ひまなきにおいてわ，はじ
〈こころ，、〉

めのーカ条のうち第三，第四の心得ど，第二ヶ条，第四ヶ条の事わりを読

み通かすべし。たゾし，又これも箱、かなわえ〉ほどの孟誌ならば，せめて

第四ヶ条首にのする所の主主2主主をす』むべし。もし其人甘ごもり，此
〈島〉〈ろ’； ＞

おらっしょを申事もかなわんにおいてわ，心の一内ーにかくと唱ゑよと示

すべし。 E

いわゆる「信徒発見」の出来事（1865年3月1713）を経験したパリ外国宣

教会のプティジャン神父（BernardThadee Petitjean, 1829-1邸4年）は，「こん

ちりさんのおらっしょ」が潜伏キリシタンにとって「魂の救済」に関わる重要

な祈りであることを理解した。「こんちりさんのおらっしょ」は，『こんちりさ

んのりやく』の出版（1603年）から実に 265年を経た 1868年，プティジャン

が編纂した信徒用祈祷書『聖教日課』に収められることになる。

2. プティジャンと『己んちりさんのりゃく』の伝承本との出会い

1865年5月29日，「信徒発見」から2カ月ほど経た後に，プティジャン神父は，

長崎の大浦天主堂から横浜の聖心天主堂の教区長ジラーノレ(Prud田 ce-seraphim-

B紅白elemy,1821-1867年）に宛てて手紙を送り，長崎での最近の出来事として

『こんちりさんのりやく』という名の一書に出会ったと， 『りやく』からの引用

盟問書， 363頁．
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をも挿みながら，次のように報告している。

5月20日， 21日，この二日聞に特記することは何もありません。しかし，

No. 2の水方から最近もらったばかりの新しい本のことをお話ししましょ

う。この本の表題は，『コンチリサン ノ リヤク』です。キリスト生誕後

1603年に編集されています。今の所，全部お送りすることはできませんの

で，いくらか引用するに止めておきましょう。

’ヒトノ ウエニダイジノナカノ ダイイチダイジトイウワアニ

マタスカル トノコト コレニイオッテイッサイニンゲンオン

タスケニテマシマスオンミ ジェズスノ オンキングンイカニ

ニリベンカイオタナココロトニギルトイエドモソノミノア

ニマオウシナワパナンノイェキゾ ト ノタマイェリサレパ

コノアエマタスカリ ノ タメニスグレタノレツトメ トイウワ

コンテリサン トテシンジツ ノ コクアイ ナY それからもっと後

の方では，’コンピサン（骨白）オキカノレペキパーテルノ ナキト

コロワ トガニオチタルキりシタンコノシイ（本）オイオミア

キラメオシエノ ゴトクツメパソノ トガオイウルサシエデ

ウスノガラ サ オ コ ム リ タ テ マ ツ ルベキミチオシラシエン

タメナリ’この手紙に，あまり長い引用はできません［…］。 26

話長崎純心大学長崎研究所編『1865年プティジャン書簡一原文・翻刻・翻訳一一「エリ
ア写本」よりー「信徒発見150周年」記念』 （長崎純心大学博物館， 2015年） ' 141-142 
頁（第21書簡）。同書が収める原文のうち『コンチリサンノリヤク』からの引用部分
は以下の通り．悩側倒単併Daidjinon法制daii制 daidji to iouwa Al曲凶凶'karou

to no koto.除四 伊iiotte issai凶n酔皿 ont酋’ke酔i蛤 marl曲噛曲凶Djezousno on 

悶ngl四 1泳agr温nari［筆者注：原注目に「「こんちりさん」の原文では，ここは「人」
となるJと記されている。］benkaiO回国kokoro胎凶6世OUtoied皿＼0細胞mino謹直盟主

O凶 chinawaba nanno溢脳zoぬ加国団eri…Sarebakほ¥0謹直且凶宝a加otam且伊i

s' gouretarou ts’tome to加uwaC佃位制san加栓 chindjits’m KO K1叫 ainari. ［…I 
~虫詮担0組k首飢ibeki£単笠non必ito k位。wa』恰ga伊iot'hitarou kirichit組 kono白島
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プティジャンが引用した文章は，『こんちりさんのりやく』の序文にあたる冒

頭部分である。『こんちりさんのりやく』（Conthiri田 ［sic!]nno riakou）の写本

をプティジャンに提供した人物は，同じ手紙のなかに，「No.2 （とプティジャ

ンが名付けた村）の水方」である「聖ガプリエノレのドミンゴ」であったと記さ

れている27。片阿弥吉によれば，浦上のドミンゴ，後に「浦上村の聖人」と呼

ばれるようになった高木仙右衛門（1820-1899年）である280

「こんちりさんのおらしよ」は暗諦されていた。定期的に実施された絵踏や寺

詣での後，家に帰ってからこの祈りが唱えられたからである叱プティジャン

も，同じ手紙のなかで「大多数の人たちが，痛悔についてのこの本を始めから

終りまでほとんど知っていて，簡単に暗唱できる」と記している叱彼らは，

たしかに「パーテルノナキ コンピソンPaternon出iConbison」（司祭のな

い告白，すなわち「こんちりさんのおらしよ」を唱えること）や「コンイェソ

ーロ Cor世回roJ （聴罪司祭）「サガラマント Sag紅 am四 .to」（秘跡）などの意味

li ... o iomi akirame吋世田ogotok叩 ts’meba sono toga o io町田sache,D回 usno伊ra伊 O

K伽tOuri旬健matsroubeki mi出 od世ach回 tamenari... ＂.同書， 63頁。
27同書， 61頁， 63頁， 138,141頁。 「No.2のドミンゴ」については同じ第21書簡（146

頁， 150頁）のほか，第22書簡（司書， 154-155頁， 159-1曲頁），第24書簡（168頁）

などに言及がある。プティジャンと同じパリ外国宣教者会司祭で，日本にも 3度滞在し
(1889年， 1892年， 1兜8年） ' 1896年に『日本キリスト教復活史』を出版したマルナス
(Fr~M師団， 1859-1932 年）も，同書のなかでとの出来事について言及し，プティジ
ヤンに写本を手渡した人物は「水方のドミンゴ」であると記している。フランシスク・マ
ルナス著，久野桂一郎訳『日：本キリスト教復活史』 （みすず書房， 1985年）お5頁参照。

坦片阿弥吉『絵踏・かくれキリシタン』 （片阿弥吉全集2，智書房， 2014年） 227頁参照。
たしかに，高木仙右衛門の家族構成（妻エリザベト・シヨに先立たれた寡夫であること，
敬三郎，源太郎，愛恵の三人の息子があること）は，プティジャンの第21書簡に登場す
る「No.2のドミンゴ」とその子どもたちに関する描写と合致している。これについて，
池田敏雄『人物による日本カトリック教会史聖職者および信徒75名伝』（中央出版社，
1968年） 107-112頁を，長崎純心大学長崎研究所編『1飴5年プティジャン書簡一原文・

翻刻・翻訳一』，前掲書， 146頁を比較されたい。
盟片阿弥育『絵踏・かくれキリシタン』，前掲書， 113-115買。
血長崎純心大学長崎研究所編『1865年プティジャン書簡ー原文・翻刻・翻訳一』，同書，
143頁。
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は知らなかったが，その意味を教えられると理解し，プティジャンが聴罪司祭

であることを知って大変喜んだという31.

こうした経験を通して，プティジャンは，小冊子が信徒の聞で呆たしていた

役割を十分理解することができた。そこで，入手した『こんちりさんのりやく』

を校訂したうえで出版することにした。これが， 1869年，かの浦上四番崩れに

続く浦上キリシタン流配事件（1868-1873年）の勃発の翌年に出版された『胡

無知理佐元之略』（後出）である。 1603年の初版から実に 266年ぶりの再出版

であった。

3.『聖教日課』の『こんちりさんのおらしよ』

さて，「信徒発見」の年の5月までに『こんちりさんのりやく』の伝承本を入

手していたプティジャンは，翌年（1866年），日本代牧の任命を受け，同年香

港で司教に叙階された。この後，プティジャンは，浦上四番崩れをきっかけに

新たに起こった信徒迫害の救済を求めてヨーロッパに出発する（1867年10月）。

ローマを訪れた後，パリに赴き，彼の求めに応じて日本行きを決意し石版印刷

技術を修得した同じパリ外国宣教者会のド・ロ神父（Marc-MarieDe Rotz, 

1840ド1914年）を伴い， 1868年6月，日本に帰国した。

ド・ロ神父は，プティジャンが編纂した司牧のための諸書を，大浦天主堂の

司教館に設置された印制所で次々と印刷していったが汽その最初期の出版物が

『聖教日課』 (1郎8年10月）であった。時はすでに大政奉還を経て明治の時代に

あったが，神道国教化推進政策のもと，幕府の切支丹禁制は継続され，長崎では，

浦上の自葬事件に始まる浦上四番崩れの結果，浦上争撤流配が決まり， 1868年

31同書， 64頁， 143頁参照。
担ド・ロ神父の印刷・出版事業について，片岡弥吉『ある明治の福祉像ド・ロ神父の生涯』
(NHKブックス'J:J6，日本放送協会， 1977年） 41-70買を参照。
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7月20日の第1回流配では，村の中心人物114名が萩，津和野，福山の主務に移

送されていた。『聖教日課』出版のわずか3ヶ月前の事件であるお。

プティジャンは，かかる状況の下，入手した『こんちりさんのりやく』の伝

承本から「こんちりさんのおらしよ」のみを抜枠し，『胡無知理佐元之略』の出

版（1869年2月）に先駆けて，信徒の日用の祈祷書となるべき『聖教日課』に

収載したのであった。

以下に『聖教日課』初版の「こんちりさんのおらしょ」を引用する。ここで

は，長崎純心大学博物館所蔵の『聖教日課』初版の復刻版に基づくがM，松崎

実が「浦川和三郎師秘蔵本」を翻刻した『聖教H課』をも適宜参照するお。な

お，原本は，くずし文字の平仮名ならびに振り仮名付きの漢字を多用した手稿

に基づく石版印刷によっている。

（三十九丁オ）

ふんちT1"んU6れら志よ

（三十九丁ワ）

荷主~tひ給ふ話め~YI：主しまさぬ
廷の詣れ械、婦はとして

議＇.lit寄蛇勤労なしと L遜も釘りなき

謝意語ェ 1まーをあけ話~の請に留め

割五野井隆史『日本キリスト教史』 （吉川弘文館， 1990年） 252・260頁参照。
掴『本邦キリシタン布教関係資料プティジャン版集成第I期4 聖教日課 1868年（明治元
年）』 （雄松堂，加ロ年）。

お吉野作造編『明治文化全集第11巻宗教編』（日本評輸社， 1928年） 27-44頁， 43頁（「こ
んちりさんのおらしよ」）。なお，本稿では引用に際し，平仮名は原典のくずし字書体に
近い文字で，漢字も翻刻された校訂版に倣いつつ，できる限り原本の雰囲気を伝えること
を心がけた。くずし字は，児玉幸多編『くずし字解説辞典付・かなもじの解読普及版』
（新装19版，東京堂出版， 2015年）のほか，東京大学史料編纂所の「電子くずし字字典J
a句ゴ伽wwap.hi.u-tokyo.ac.jp/i血ips/sl泊戸畑I凶 Hぽ）を参照し，漢字字形は「漢字字形
自由共有サイトグリフウィキ」を利用した (h坤：／／glyphwiki.org/)o 

話「のJを表す「之Jのくずし字。以下同様。
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ら企弘6ら揺ぎ結前に＆rゐてまつ
れなりM産品($fハMめ議。？どさぬ
集l重量i央、t街室開語りなき自書
（四十丁オ）

~の邑識をにて荘まし該辛ェ竿へ結ひし
首き御菅の~，＜＿（議とュ除、巌な金れパ

有毒に是f＜錠く毎苅ュ存じ寄っる
ぎき！量とこ傘；階、なふべきにι、
なくし尚首輪豆諸品？を蚕

して苦が芸つりしfl身治曇ハ琴宣
箕面識みんを寄りすが~－~I.：：~
（四十丁ワ）

嶋本と；事事ーへ下室＂~＊誌嘗て菰？し

来rを厳じ号てまめら阿転車i&¥E
1r－~萱く忌日新4 学きことを
協十し寄っ:ft －＂~といへども~越ハ

是正評よりも鉱くゐ字制止すきりし

とt..mtし信ふ＇Jht綿布伝ハモゲ
嘉ょt主義lit央、にをまれと 1主へ
（四十一丁オ）

！宮れなりおると凶揃ユ御主

置t討議1嘉文ならパモゲ長fを
ぽむにおゐミハ荷蒔も較しめんと

t萄指定を~賞者百しMひて主5
i謡を慈し謡へ謡し誌を ~~g，武
liより謀、くぼみ症しE寄っふ誼



新主主うつ荏プるこ-r~~＂ち議室にて
（四十一丁ワ）

髪ぎ羨善1iをcれての挙ユ金

持ら町支1章一ェ自失：Wiに揺さ屋

付崩幸福一諭りましまさぬおん

身を苔き峯ま一つりし.捕からし三

唱す主の{ii今刊誌逐語、を議会め

官びもるδふ評をiiし事信肉、

ぜをそむ議た幸つる峯有まじくと

（四十二丁オ）

かゐくおもひ付先奉l凶暴ル号
~街F薩足ーのま醤りを嘉文.5iif ュ 1i らせ

会まひ主賓の長f乃符Tとして泊ばつ

志よ r.,j量りなき街あ伝を蕗げ

会 ~f初於パ若をuて福島策を
ゆるし話へ械の悩川端と

ゐ安のぬら犯おん官：みユ是正乏を

（四十三丁ウ）

うる粧まし長rt.M厳しを£ひ

奉ふ也支.Ji自暴露t樹最安ふハ
M毎？んるまりやを省み奉企パ

w街kl~せを扇L宕えらせ結ひ
わ企7福島廷を覧し結ひそ乃

お芳ふ令i｛でざれども詣字竺家主

1年ぴ者~1i~搭へとつ五苦言2嶺主つる時めん

297 
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4. 『胡無知理佳克之略』の『こんちりさんのおらしよ』

すでに述べたように，『聖教日課』発刊の翌年の1869年2月，プティジャン

は『こんちりさんのりやく』に校訂の手を加え，この小冊子の再版となる『胡

無知理佐元之略』を出版した。印制は，『聖教日課』と岡じく大浦天主堂のド・

ロ神父の印制所で行われた370 

「題言」のなかで，プティジャンは次のように述べている。

［・・］習に語れる釘支封の与~の中に。 .Wilt.こんち理さんのぽの
み。官、く年し話へて減せるを兎首し九殺しく悩なし

といへども。葉桜；諾暑の該に在せて。嵐長fなる彰催、の主を＿'0,"',,
ii孟 をMかりし文芸tかりしならん。言論？にm£i宝新IJ主をな。

封；｛ii箪の暴言正に桜て。天主百白fの M:支ptを主s搭はざるの掻
I, 

なりと。 3主とに街fぐベき主t~。されば桑王主去たんたらん主f。首ぎa？ 
も。－菩寄争んを与tさん品手。；長L、－

を毒ずんぱ。b靖くtt：喜fの皆aに2色がひ苧りて1島？るにおゐては。.ff:主；の3~ 
かり旨嘉砂なし。封て正Bl~首桜吾、を ~oへて。｝$~＿に首め。需品こ YJr
ることを詐すと。芸否。調

この題言によれば，本書は潜伏切支丹伝来の写本の校訂版であるという。そ

の出版意図は，司祭がいる場合には個別のゆるしの秘跡を受けるときの黙想と

してこの書を用い，個別告白の機会がなければこの本を手引きとして「真実の

後悔Jに至り，罪のゆるしと「後生の扶かり」を得るためである。出版された

37片阿弥吉『ある明治の福祉像』，前掲書， 48頁。
掴松崎実校「胡無知理佐元の客」吉野作造編集担当代表『明治文化全集第十一巻宗教篇』
（日本評論社， 1928年） 51-61頁， 53頁。引用にあたり， 『本邦キリシタン布教関係資料
プティジャン版集成第I期 8胡無知理佐元の略 1869年（明治二年）』 （雄松堂， 2012

年）をも参照した。
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1869年，長崎は浦上キリシタン流配事件（1あ8-1873年）の渦中にあった。こ

の年の8月15日（旧暦7月8日），明治政府は神祇官のなかに宣教使を設置，

国家神道の布教と同時に，邪宗円であるキリスト教の防止に乗り出しでもいた

のである叱こうした緊迫した状況の中での『胡無知理佐元之略』の出版に，

プティジャンの司教としての司牧的配慮を覗い知ることができょう。

「こんちりさんのおらしよ」は，全14丁ある『胡無知理佐元之略』の最終第

5箇条「第五指F末長る人もこんちりさんを以科の御殺を叢る事斤ふと云

事J却の直前に第4箇条として置かれている。

（十三丁オ）

第四天主に会事笠宮る罪人L苛帯主こんちりさんのれらしよ比事

荷主~＋ひ給ふ官官｝ktさぬ天主の輸に縦長話の身として議’ぽ
杏きおシjらしとぽも諭りふき街意嘉に強みをうけ語蓄の編ュ

w~ i-rられなみら路ま話術lこ百部なり読も御身ハ＿}h~＿i-~在
さぬ装道.尖L御主寄りなき絹幸福L顎とにて在す我等に竿へ

（十三丁ウ）

給ひし長縦の家くあこ義政な吋パ商事こ遍て深御大切ユ

苛？：益事奇と齢送、なるべきユ孟ハふくして師事遍L出を

盃して融和 し 我 れ 終 ハ 将 箕 面 最 完 投？り奉る

苔き身にもあらげと：Fへ奉ふ也該嘗ておせし科を露首じ奉ら何

恒.!I!·起の主主tさ萱く志か主義f絞りなき事を活安し奉れ－~~－と

却五野井隆史『日本キリスト教史』，前掲香， 256・257頁参照。「宣教使lの役割について，
高木一雄『明治カトリック教会史1』 （教文館， 2凹8年） 72-89頁をも参照。

岨川村は，第五の教えを「驚くべき言及J~評価している。なぜなら，洗礼を望みながら
受ける機会に恵まれなかった異教徒であっても，この書の助けを借りて真の後悔（こんち
りさん）をなせば罪の赦しが得られると，いわゆる「望みの洗礼」に匹敵する内容を含む
からである。これについて，川村信三「『こんちりさんのりやく』の成立背景と意義J• 
前掲論文， 119-120頁怠照．
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いへども御慈悲ハ我科よりも深く御子ぜずすきりしとじ

語、給ふ御孟L御柑ハ我嘉より安福島政に在れ左手へ

奉れなりぽる.ff/.ハ耐に御主置の討議一iこ軟ならパ酬を

ぽむにおいミハ梯きもiiし給Eんと L縦長を持宮店し

給ひて我薬品fを新し給へ蓮し軒を本心~ii.より裸くぼみ
~11:しみ奉れ也J{ rib巴若~~－：宮誌がち盛＿14t_にて liベきき!Iiを慈母て

L言わAあらvr.R1恥こ泊坊っに濯抑 制＿W,御 輔 副 寸

（十四丁オ）

在さぬ御身を背き奉りし事を悲み申也今より設是正誌、を協議？］め講〈び

もるふれ科を犯して岳民、ぜを背き奉る軒まじく巨く恥定め

奉る也M'~1t－今御官、苦りを罪刈蛾にJk＇－＇：せ静司桝の ~｛~’として御ばっ

しょ t.,＇富なき御命指を彰げ事つ企ば是を以御島策を較し給へ

管ずすL御孟L御功徳川身じ深き御憐に頼をうけ犯せし桝

御赦しを古都也又此御柔道立L御縦iこハ御託宣：義組l孟を頼み

奉れパ其御M習を主司令えらせ給ひ誌に御舗を定し給ひ其

あ労に及でざれ実御岳竺穿iこ官び若~uへ話へとつ省首＊－＂嶺古るあめλ戸

その後，切支丹禁制の高札がようやく撤去され（1873年），大日本帝国憲法

の発布（1889年）によって信教の自由が認められるようになっても，『胡無知

理佐克之略』の重要性が忘れられることはなかった。『胡無知理佐克之略』の発

刊からおよそ 33年を経た 1卯2年（明治35年）にも， 1879年に来日していた

パリ外国宣教会のラゲ（EmileRaguet, 18日－1929）が，『胡無知理佐元之略』の

改訂版である『完全なる痛悔』を編纂している。これについては，後述するこ

とにしよう。

41松崎実校「胡無知理佐元の唇J，前掲書， 60--61頁。引用にあたり， 『プティジャン版集

成第I期S胡無知理佐元の略』，前掲書をも参照した。
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5. 『公教目課』の『痛悔の踊」

さて，『聖教日課』の発刊カョらおよそ 10年後，プティジャンと同じパリ外国宣

教会員で北緯代牧のオズーフ（Pierre-MarieO田 uf,1829-1兜6年）は，それまで

3版（1868年， 1871年， 1874年）を重ねていたプティジャンの『聖教日課』に

倣い， 18月年，北緯代牧区の信徒用の祈祷書『公教日課』を刊行した。オズーフ

は， 1877年2月にパリで司教に叙階された後， 7月に来日し，前年1876年5月

に南北に分割されたカトリック日本代牧区の北緯代牧区長として，横浜山手天主

堂での着座式に臨んだばかりであった。東京築地の外国人居留地に新しい司教座

聖堂聖ヨゼフ教会が献堂されたのは，『公教H課』発刊の前年， 18苅年8月にな

ってからのことである位。

北緯代牧区の『公教H課』にも，他の祈りとともに「こんちりさんのおらしよJ

が収載されている。『聖教日課』では「こんちりさんのおらしよ」となっていた

名称は，『公教日課』では「痛悔の調（つうかいのとなえ）」に変更されている。

ここでは，ノートルダム滑心女子大学附属図書館所蔵の初版本から引用しよう。

（六十一丁ワ）
つう ＜bい ~s.-

痛悔の諦

嵩卓ntひ結ふo官おはり－~~目さぬo結の街前lこ縦、

暴者の身として0譲り百べき品jj~と漣E主事u~ふき紺

意遥にitをl{oW蓄の訴に留められふがいWi今舗
前にぽる判o/iも桜ハJJtおはり 1£:t..~~o柔道fti
夫、の樹笠宮まりZ言語幸福のみおとにてすすoif尋に賀

（六十二丁オ）

信ひたる置き勧首の .if.J..o\t~こ議、巌ふければo荷主

a高木一雄編『カトリック東京教区年表』 （カトリック東京大司教区， 1992年） 62-66頁
参照。
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lこ是｛て鋸、く量、したたt韮

t の注t~~を蚕してO普き宮つりし袈E身ふれぱo'.t;主ら脅是

長？を安り！事つるべき身にあ Fぞとo~Y－へ宮つる誼o~
嘗て着せし李fを封じj事つらぞo雇．蘇fの官官く0家主

義n1りふき蚕を百厳した峯つるofh~ とばも0謝意志、家

評よりも誕・く o語字希蘇孟~J薪昏の説gし結ふ衛白t
の信品雀ハ0義＇flよりも結託英、ュ：をますとoMf--t.ーへ寄っる

（六十三丁ウ）

i!lo疑る U1:t.~荷ュ舵じ絡みの樹首ェ献ふる主
義広拝を議tJ,Ji＂、てハ0材ii』こても1tlし！宥との街荷主
を￥1!~/ff し信ひてo[flj言拝を寂し結へ遁し詳Eを￥
~~，~のMより鉱く濯しみ！事つる也M1き~.rつかまつる話

盆盛にて髪ベきき首を~~れてのきれこ＊許証論？に沼
通達いに通うされo謁歳話局幸福昼、り右目さぬ街穿を苔

き事つりし話を築く建しみ市せば誼o'.t;より寄進諸を定
めo：溝、び尖事を？おて0詰 ~t，~ーに苦き室、証容ま厳と if
（六十三丁オ）

く窓~.M%tつる也o蒸れば－；；福留みの議tir:りをi丈

なる誌に箇らせ話へoffl評の符とLてo泊室長tの1言葉
倒れ計事つれ1-J?i.を ~"C：信雄を舗へ0総

の勧涯の自高指と0街tiの録画き省官みに議？をおfoお
せし詳の討議しをど！穿つる苫oj(jf~誌の街最安に
ハ0街.ii基義劫孟をJiみた華つれば03£急tii習を1脅し宕》：
せ結へ0買高；~Iこハ君主？ざれ.:W羽毛竺雰iこ語、び£~0'
へ信へと0つ詰んで満干笠宮つるo孟－~4."3

岨北緯日：本聖舎司教伯多禄璃利E准『公教日課』 （横浜， 1879年） 61丁ウ～63丁オ。
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6. 『公教曾新稿文』の『完全なる痛悔の新構』

大日本帝国憲法の発布（1889年）によってようやく信教の自由が認められる

ようになると，ほぽ時を同じくして， 1890年，初となる全国規模の司教会議が

長崎で開催されへ種々の取り決めと並んで，要理香ならびに祈祷書の文言が

できるだけ早急に統ーされるべきことが決議された45。この司教会議の会議録

をみると，該当する決議第6条 2・3項が，主要な祈りを列挙して，その文言を

統一化するよう要請していることがわかる叱

第3項教えに関わる事柄であることに鑑み，すべての者が同じ仕方で語

ることができるよう，要理書ならびに上に挙げた祈りの語集は，すべての

岨高木一雄『明治カトリック教会史2』 （教文館， X削年） 414頁によれば，信徒発見25

周年となった1890年には， 3月と6月の2回，いずれも長崎で全国規模の司教会議が開
催されたようである。 3月2日に開幕した「第1四日本・朝鮮司教会議Jは3月29日ま
で続き，記念日にあたる3月17日には「旧信徒発見25周年記念式典」が新守されている。
要理香ならびに祈祷香の文言の全国的な統一は，この司教会議のなかで決定された。この
司教会議とは別にa 同年の6月15日には同じ長崎で「第一回数会会議」が開催されてい
る。

岨 Acta凶 d回出伊首田町nodiregior凶isJapot由.eetCa飽鵠； NagasakihabitaeA.D. 1傍0,

Hongkong 1923, 97: Titul田 S叙 仙s.De Libris. [ ... ] II. Q凶 ad位制dira畑四I,UI由向田

Vicario Apostolico飽rtelici飢nnes・七戸osua p叩叫iq出制idevotione, aliq出 sformulas 

sp出 alesco[n]fi飽 m vel approb出， et,si pla四国t担 codi偲 m 抑制O V問団iatu.

P紅白ililr四 1出 a芭Jsed req凶ritet mandat S戸10dusut unif凹meshabe血 turprecandi 

fom叫 ae，戸。岨ulib田， quoadorati.OI幽 αmtmune島idest, quae ord量四iea plur島田

siln叫 recit曲 tur.

46 Ibid. 97-98：町並dicona町也、ev曲 iunt：臼.gnumCruds, Pa胞r,Ave, Credo, Con盆飴ぽJactus 

fidei, spei，也ri凶出回畑出i世叩おJE聞酒ma畑出国etvesp町 出 国Jitem戸邑描quaesive

祖国Missamab酋 由絶n証bus,sive僚出abiis q1凶 Missaeinte胞鉛enequ創mt,rei曲 intur;

P蹴飴組teet post comnn凶畑出L血栓 etpost誕α盤ationemin confessione, ad 

exぽ ritiumV出口u也，組也 etpostαm剖 a四 L回 siq国 自 由ttalia hujusmodi I回 l¥

甘a凶atiofiat uniformisぽ・ationumquannn怯X抽出s且t出血enticus,sive ad仁粗cium

di由 umper也teat,sive usu in &cl国 asit probatus. 
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者が（同じものを）保つべきである。祈りや，宗教（キリスト教）を扱う

書物において，他のもの（語葉）が用いられてはならないQ 47 

この方針を実行に移すために，教会用語の検討委員会が設置された。委員に

は，建築と著作活動で知られるパピノ神父（Jaque合E血 1ond-JosephPapinot, 

1860-1942年）と，能の研究で著名なベリ神父（NoelP組， 1865-1922年）が加

わっており， 1894年， 550を越える語集の検討結果をまとめた小冊子「日本宣

教のための宗教用語訳語集百aductionJapon血 ede Quelques Termes de 

Religion, a l'Usage des Missions du Japan」が刊行された480

このような動きは，同じ教会会議が日本の教会組織について話し合っていた

ことに加えベ翌1891年 6月 15日，東京に管区大司教区（教区長はオズーフ

大司教）が，長崎，大阪，函館に所属司教区がそれぞれ設置され，教会行政上

の整備が進められたこととも無関係ではないだろう却。

いずれにせよ，初の全国規模の標準祈祷書として1896年に出版された『公教

舎新構文』では，「こんちりさんのおらしよ」の名称は，旧来のキリシタン用語

を離れ，オズーフ版の『公教日課』が用いた名称「痛悔の諭」を敷街した「完

全ふる痛悔の祈祷」が採用されることとなった。

41 Ibid. 98: III. De reb凶 addoc泡inamspect副且加s,ut idem sit岨 凶.umloqu回叫imodus, 
voeめulaquae in Cat自主i盟 ¥0et註tora也mibussupradic也 a曲、issafuel主tt,ab岨 mibus 
re也隆副tur,nee alia licebit usurpari sive in prec剖 diform叫is,sive担出血 deReligion麿

甘ac凶曲 凶.a. G. A. Muell叫官te凶胎cheti但 IProblem in J a阿 t(1549-1965), Tokyo 196九
42-43. 

岨日.J.-M. Martin, l品位t抽出田 S世信組V四四Iu凶 凶auJa阿 LMissB何 10(19拘
210-212, 281-284. 283; Mueller，百iecatechetical Problem, op. cit., 45.さらに，下川英利『教
理書の変遷史一日本最初の公認公教要理出版 100周年記念ー』 （私家版［長崎］ . 1996 
年） 82-8.3頁をも参照。

49長崎の教会会議Ii，教会内の身分ごとに，その役割について決議している。口.Acta et 

d回自 primae句nodi，叩.cit., 25羽 (Vic躍起 Apostolici),29-45φ也sior凶rii),45-49 
(Der凶 h必伊ta),49品（Sem泊副i).

血高木一雄『明治カトリック教会史2』，前掲書， 415-416頁参照。
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以下に引用する祈りの文言は，藤女子大学図書館所蔵の『公教舎祈構文』の

初版に基づいている。扉には，キリシタン本の慣習に倣い，三段にわたって「耶

蘇基督降生一千八百九十六年」「公教曾析蘭文」「東京大司教伯多能璃利臣出版

認可Jと記されている。奥付の発行日は1896年（明治29年） 3月13日となっ

ている（印制は3月10日）。

（二百四十［頁］）

。完（~＂＇ふる新宿の薪議
室献をのJt:!t.~は縦語九五tれる身にて誌も
伝もふき箸なれパ，告請にatる龍はぎれども，躍り

（二百四十一［頁］）

ふき討議みに縦み，舗の l詳しに討論され忘がは

合前に品でた幸つるa 也、菜還にじて造実ふる耗議事り

なき幸信の！被とユて，転めこ実へ結ふ息苦は：誌とにぽ
ナベか ばん c

りふきにより，嶺らく万事に盛えて深く愛L，頒も

しく蛍ひ－~つるべき L，釘りて量三の嘉を担当 t.-, it 
って宝に苦きたれパ，等賞櫛最討を主主るべき身に

あらざるを麗り， .!rtせL葬をパliて.mtぜず，転議の

萱くして長の留のぼりふきを醤首し宮る。され

（二百四十二［頁］）

ど茎の蓑擁ハ義が葬の藻きよりも替諜く，重手前

蘇の船籍ひL純の縁、はお嘆の突いふる

よりも替突いふることを舟れり。宝ょ，重苦L，葬文

なりとも算措ぃ官め忘パ，桶lこても縦を諮

ふと時るを慧ひ首t.,,，，・苓がはくハ義が葬を緩L籍へ。

設の組、せL葬を薪くてr_；の謹より結みて鞘L宮
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つるは，薮て粧の維を宿る、ゆゑに葬ず，恥こ

櫛｛＝＜憂に議じ，製造と善福の厳り忘き主に普きじ

（二百四十三［頁］）

を~~Iしみ靖めパふり。経tこ義孝よりえfを官め，嘗て葬
を諾Lて官、び話量lこ普くまじと渓芯ι宮つる。議

は葬文忘れども，~$°＇ ::i,論賛擁のま説明を首長へ。お宝

葬の話韻と Lて勾苦難の~i りなきあ語、を蔽げ宮
つる。績はくは説品論を経L諮へ。議琴稲議の諦品

の話通と宝の謀き安擁に様績み，葬の最1青を2宥’ひ

宮つる。設は誌も福も忘き箸忘れど，島宇の中に錨

へ籍へ。蓋鼻立ZIこ止の躍を議み宮つる。背く

（二百四十四［頁］）

は止の揚蓬を轟きえれ諮はんことを。孟［i:51

7. ラゲ『完全なる痛悔』の「完全なる痛悔の新語」

『公教舎新薦文』の発刊の後にも，パリ外国宣教会司祭のラグが， 1902年（明

治35年）に『完全なる痛悔』を出版したことは前にも述べた。この書は， 1869

年に出版された『胡無知理佐元之略』の改訂版という性格を有している。ただ

し，扉は『聖教日課』や『公教日課』，『公教舎新稿文』などと同じく，①出版

年（「基替降生一千九百二年」），②題（「完全ふる痛悔全」），③認可者（「儒利

春阿属本祖准」＝Jules-Alphnse Cousin, [1842-1911年， 1891・没年長崎司教］）

を三段にわたって記す形式を採っている。出版当時，ラゲは鹿児島で司牧にあ

たっていたが（1896-1911年），奥付の発行日は明治35年（1902年） 9月19日

（印刷は9月10日）となっており，発行者，印刷所ともに東京，責捌所も東京

市神間区錦町の三才杜と記されている。

51『後教舎新祷文』 （初版，天主公教舎， 1896年） 240-244頁。
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緒言の前半部は，『胡無知理佐元之略』の「題言J（前出）を下敷きにし，本

書の出所を物語る内容となっている。後半部では，完全なる痛悔を『古代の記

念j として守ると同時に，「自ら其効果を味わうJことを読者に期待している。

本ゃ蹴を箕話lこ捕監するは崩の望む買なれども，厳苦〈執勧告毒に

て竺滋lこ遥じ難ければ，長%を議せずして，家首lこ遇する草子Ir..，読めたり，

ζt宰陪くは桔箸，栄誉を議みて鑑完tこ糞へられし官を舗し，前誌のfおと

して芝を用ひ，潜芸誌〈善、の鋭戦iの漏れの総lこも議ぜざることを誌め，

官ら箕搬を’震はれんことを。

明治三十五年九月上演 編者識52

ただし，祈りの題を除けば， fおらしよJの本文そのものは『胡無知理佐元之

略』のそれではなく，むしろ『公教舎新橋文』の文言を踏襲しているといえる。

以下に，ラグの『完全なる痛悔』から「完全なる痛悔の新繕Jを引用しよう。

（三十［頁］）

議油都美室に笠踊る葬交の会すべき

完ん霊なる議〈長、の動議

t飴菜、撃の芙室，設は論議揺を護れる身にて，誌も議も

なさ箸なれば，首より舎前に自る揺はざる箸なれども，

緩りなき滋笠擁に接請みつ』 語義の帯に~~iされなが
ら轟箭iこ品で漂っる，主は茶器こして追う菜、なる諮， ＊llりな

（三十一頁）

き審議の官にて，ゑt!f1こ糞へ籍ふ織は京に緩りなき

担ラグ編『完全なる痛侮』 （前団長太， 1902年）。本書は国立国会図書館デジタルコレク
ションのウェプページで閲覧することができる．アドレスは以下の通り．
h坤：／／dl.ndlgo・.jp/ir由:ndljp刷訓24162/1
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により，漬からく常幸iこ遺えて藻く撃し，韻もしく麓ひ宮

つるべきに，詣りて主主の葬を若し，溜って主lこ普きた

れば，琴貧弱最号音を寄るべき身にあらざるを議り，着せ

し葬をば簸て厳ぜず，催葬の萱くして走の張の握りな

きを吾首し宮る，されど宝の鋭はあ嘆の議きよ

りも笛藻く，量争爺議の錯し籍ひし論孟の誠意は義が

葬の突いなるよりも潜突いなることを舟れり，主ょ，草

書に，献なりとも葬を悔い官めなば，桶lこでも縦

を籍ふとあるを意ひ留し，こ挙がはくはお＝葬を薮し諮へ，

（三十二［頁］）

議が着せし罪を薪く＝，r_；の詮より緩みて吾首し宮つる

は蔽て策企の菩捕を宿る』ゆゑに葬ず， z慌に詰1こ〈憂に
議じ，長道と善福のiまりなき宝に普きしを悲しみ靖めば

なり，；，こ議等よりすを官官め宣て葬を諾して官、び福遥

に普くまじと渓芯し宮つる9 勤講交なれども，さ宰に詰

織のま証明を喧し詰へ，議葬の話舗としてゐ織の緩り

なき主結城崎つる，巌はくは街締を躍し諮へ，議

琴ィエズスの~lの婦と宝の議き難iこ絹み葬
の最号音をと挙がひ宮つる，設は誌も謡もなき箸なれE，背く

は緋の常に茄へや，董畠立工lこ止の縦を韻み宮

（三十三［頁］）

つるにより，首くは止の躍を嘉きえれ籍はんことを，

アメン，

8. 戦前・職中の『公教曾新語文』の「完全なる痛悔の新』

『公教舎新語文』は，初の全国規模の標準祈祷書として1896年に出版されて



3的

以来，改訂増補の手が加えられながら版を重ねた。これに伴い「完全ふる痛悔

の祈祷」も，小さな文言上の訂正を経験した。しかし基本的には初版を踏襲し

ていたといえる。

この祈りの文言が大きく変わったのは， 1937年10月 1t3に刊行され， 1941

年に改訂が加えられた版においてである。『カトリック大辞典 N』（冨山房，

1954年）の項目「日本 X 出版事業」は当時の経緯を次のように描写している。

此の時代［筆者注：統制時代］に於いて先づ奉ぐべきは公教要理，新詩文，

膏約聖書の櫛罪である。昭和十年四月司教舎識に於いて教書改訂が離せら

れ，大司教シャンボン委員長の下に委員をあげて之に嘗らしめ，公教要理

は翌年十一月中央出版部より刊行された。従来に比し問答数も多く，補習

的部分や自由研究の部が設けられ，用語も流暢平易となった。之と並行し

て祈構文の改訂も行はれ，昭和十三年に出版を見た。分類的配列が一層徹

底しEつ新祈祷文が加へられてゐる。此等は更に改訂研究が進められ，同

十六年三月祈祷書，翌年三月公教要理が完成公布を見た。国

昭和十年（1935年）の司教会議は，愛国心とカトリック教義への忠誠とが矛

盾しないと説き，邦人教会の確立を要請する，「全日本教区長共同教書Jが発表

された会議でもあったM。1937年版の『公教舎新構文』は，この会議の「教書

改訂Jの要請にしたがって編纂されたとみてよいだろう。それまでの，例えば

『公教舎祈祷書』改訂第七版（1928年）などに確認できる「皇室の矯にする祈

糟」が，この版で「皇圃の矯にする新」に差し替えられたことなども，皇国史

国内山善一，海老津有道「日本 x.出版事業」『カトリック大辞典w』（冨山房， 1954年）
76-87頁， 85頁。

且カトりック中央協議会福音宣教研究室編『歴史から何を学ぶべきかカトリック教会の鞍
争協力・神社参拝』 （新世社， 1999年） 67~ 頁， 11iふ124 頁（巻末資料「全日：本教区長
共同教書」）歩照。
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観の一層の浸透が図られた時局への対応に苦慮した当時の教会の姿をみること

ができる叱

こうした状況はその後も続いたと恩われる。上に引用した『カトリック大辞

典』は， 1937年版の出版の後も，『公教舎新蘭文』の「改訂研究」が公教要理

の改訂作業とともに「更に進められ」たと記している。

この頃，カトリック教会は， 1939年 4月8日に公布され翌1処O年4月1日

に施行された「宗教団体法」への対応を迫られ，同法が要求する教団認可に向

けて準備が進められていた56a 194()年 9月11,12日の両日には，教団認可申請

に必要な「日本天主公教教団規則」草案の最終討議のため臨時教区長会識が開

催されている。この会議で，教区長たちは，邦人司祭の教区長職への登用の推

進，邦人司祭養成の充実といった他の事項と併せて「公教要理，祈祷書も適宜

に改訂すること，之が需に委員舎を東京にgp時設置するJという方針を打ち出

した57。おそらくこうした諸書の改訂も，キリスト教会を国体に従わせると同

時に「キリスト教の日本化」を目論んだ文部省の意向に，名目上ではあれ従う

という当時の教会の意向に副うかたちで行われたと推察される施。

筆者は1937年版の『公教舎新輔文』は未見のため，ここでは，南山大学図書

館が所蔵する 1941年版から「完全なる痛悔の新」を引用することにしたい。1941

日間書， 76-77頁によると， 「皇園の錫にする祈」は1937年10月1日発行の『公教舎新穂
文』 189頁に掲載されているという。筆者は残念ながら 1937年版は未見である． 「皇室
の矯にする祈祷Jの「皇圃の矯にする祈」への差し替えは1941年版で確認した。

届「日：本天主公教教団Jの設立認可申請書は1941年4月10日付で文部省に提出され， 5月
3日付で設立が認可された．これについて，高木一雄『大正・昭和カトリック教会史2』
（聖母の騎士杜， 1985年） 220-221頁重量照．

57「カトリック新聞J1940年9月22日号（第777号） 1函．高木一雄『大正・昭和カトリ
ック教会史2』，同書， 94-95頁， 170-172買をも参照．「日本天主公教教団規則」は同書，
174-220頁に記載されている。

皿高木一雄『大正・昭和カトリック教会史2』，同書， 171-172買参照。当時を知る志村辰
桝申父は，著書『教会秘話』 （聖母の騎士杜， 1991年）のなかで， 1940年の『公教要理』
の改訂が文部省の要請に応じたものであったと述優している（31-33頁）。
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年版の 『公教舎新稿文』は， 1940年11月25日に校訂が完了し，翌1941年の3

月25日に，「天主公教舎」の代表者「土井康雄」名で発行されている590

完宝なる議i革、の前
t語集、差の芙宝，議は論議濯を譲れる身にて誌も楢もなき

著なれども，官結論震動こ揺韻み，語意のI幹lこぎ｜かれなが

（二九一［頁］）

ら最へて脅箭に品でた華つる。 A室は茶蓬にして主渓なる芙室，

昔漏りなき畿のみ誌にて，鵜に糞へ語講蹴は，官にか聞広1な

きにより，議IJ:'f"遇、，高主義に超えて議く主を菱し，請もし

く意ひ寄っるべきに，諮って量なの葬を若して室に普きたれ

ば，等賞，櫛蹴を蹟ひ品づベき身にあらざるなり。されど

宝の論賛擁はあz葬の謀きよりも替謀、く，語字ィエズスの読

し籍ひし櫛品の討議は，あ＝葬の突いなるよりも，賞に突い

なることを鮎り。室は，献なりとも，葬を晶、官めなば，

偏にでも鉱し諮ふと官ひしにより， z業がはくは，お＝葬

（二九二［頁］）

を慈し籍へ。義が諾したる葬を かく：：，~；の註より緩みて吾首
しするは，最へて綿の舗を慈る』ゆゑにあらず。 t福iこ

者約三〈憂に滋じ，製造と幸福との官なき室に普きしを，悲し

み矯めばなり。設lこ鰐より1討を官め，萱ねてiを諾して，

官び語道に普くまじと装芯した華つる。議は葬文なれども，さ宰

lこ繊擁を医て1扇鴻へ。あま葬の省ひとして毎織の

官なき械を厳げたれ。績はくは，諮織を繕し，義を茎

国土井辰雄（1892-1970年）は，東京大司教（1938-1970年），日本初の枢機卿（196。年親
任）。
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の菱半の中に茄へ籍へ。基長マりアの櫛最茨により，お＝止

の官を畠き暴れ籍へ。 60

この祈りの諸版聞の異聞の検討は次号に譲りたいが，「耕」を「続Jに改

めるなど，用語の言い換えに努めたほか，文言を大胆に削ったところにも，戦

前・戦中版の特徴があるように恩われる。一例を示すと，『公教舎祈祷文』（1896

年）で「箱詰繰を寄るべきあとあらざるを恥，~＆＇-tt-tJlをパ簸て議ぜ

ず，催葬の萱く Lて去の張の議りふきを吾首ι宮る」となっていたくだりは，

1但1年版では「本萱，描最主主を巌ひ品づベき身にあらざるなり」と，大幅に短

縮されている。

いずれにせよ，この版における文言上の変更は、この祈りの伝承史にとって

は大きな意味を持つことになる。というのも，充てる漢字の変更といった多少

の改訂を除き，「完全なる痛悔の祈」の文言は，今日に至るまでほぼこの戦前・

戦中版において定まったといえるからである。

9.職後の『公教曾新語文』の「完全なる痛悔の祈」

戦後，日本のカトリック教会は，宗教団体法の廃止ならびに宗教法人法令の

公布（1945年 12月）といった圏内の宗教政策の動向に対応するため，また，

戦禍を蒙った教会の復興の足がかりを掴むため，まず1945年11月28,29, 30 

日の3日間にわたって臨時教区長会識を開催し，「日本天主公教教団Jを解散，

新たに「天主公教教区連盟」を結成する決議を採択した。 1946年2月10日号

をもって復刊を果たした「カトリック新聞」は， 1945年 11月の臨時教区長会

議が，被災した教会関連施設の再建をはじめとする重要課題が山積するなか，

「公敬要理と新薦書の改訂」についても協議したと報じている610

回天主公教舎編『公教舎祈祷文』（天主公教舎， 1941年） 2処 292頁。なお， 291-292頁は，
通常の読点の替わりにいわゆる「シロテン」が印字されている。

副「カトリック新聞J194.6年2月10日号（第969号） 1函参照。
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翌 1946年5月8日から 11日の4日聞かけて開催された定例教区長会議およ

び教区連盟理事会においても，会議初日の8日に「公教新薦書」に関する事柄

が話し合われ，「根本的改訂は札幌敬匝フランシスコ舎に任せ，底本となるべき

祈請文草案を得委員舎を組織してこの草案を検討のうへ決定する」こととなっ

た位。

翌 1947年の全国教区長会議および教区連盟理事会も，前年同様， 5月 28日

から31日までの4日間に亘る開催であった。「祈祷書」改訂は初日の28日の協

議事項だったが，「とりあえず昭和廿一年度版により朝夕の祈，ミサの祈，聖

体奔領前後の新，告白前後の祈（糾明の箇僚を除く）を一冊とした新詩書を札

幌教区から発行して全国の至急需要に慮じることに」し，第3日（30日）にも

再協議することとなった叱その 3日目の協議内容は，当時のカトリック新聞

によればおよそ次のようであった。

次ぎに前々日から持越しの新穂書の問題について教区長本会議の決定が

提示され，ツエントグラーフ師の新請書抄本発行を承諾，定本新稽書草案

については大阪教区に委員会を作って再考し年内に改訂を完成の上，最初

の印制発行は全部札幌でするが六月までに光明世発行公教会祈祷文に闘す

る教区長の希望僚件を大阪まで送り，九月末までに推敵を終り，これをも

よりの教区長によって審議する手筈となった“

62 「カトリック新聞J1946年5月 19日号（第981号） 1面。
日「カトリック新聞J1947年6月8日号（第1026号） 1面。 1日目には各教区長らに修道会
宣教会の代表者を交えての会識が， 2日目には教区長らのみによる「教区長本会議」が闘
か， 3日目には教区長，修道会宣教会代表者，連盟部会長らが参加して「教区連盟理事会J
が開催された。

“同上。なお，会議出席者名簿に「札幌教区フランシスコ会士ツエントグラーフ師」の名
が記されている．
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こうした協議の結果，以下の決定事項が「カトリック新聞」を通して公にさ

れるに至った。

教匝長合議及び教匝連盟理事舎の決定事項

［・・・］

二［…J( 13本を聖母の聖心に奉献するにあたり、このための）公式の奉献

文は、大阪教区の委員会で之を作り、改訂祈祷書に入れること

［・・・］

九祈祷書は抄略文を大至急発行すること これは札幌フランシスコ会に

委託すること 決定版は札幌フランシスコ会で編纂した草案を大阪教区の

委員会に委託して最後的訂Eをなし，札幌フランシスコ会において之を発

行すること，札幌プランシスコ会の編纂した草案に対する希望事項は，六

月末日までに豊中市新免一三一一大阪教区長宛に提出すること“

当時大阪と四国の教区長を務めた回口芳五郎司教（1902・1978年）が天主公

教教区連盟の常任理事の職にあり，同時に事務総長をも兼務していた叱この

ような事情から，「定本祈祷書」の編纂事業も，田口を中心として結成された委

員会に委ねられるようになったものと恩われる。

この戦後版の改訂の経緯を，カトリック新聞は1拠8年1月4日号の第1面に

おいて「改訂祈祷文成る 新カナづかいで漢字は大制限Jの見出しの下に報じ

ている。同日の下に設置された「祈祷文中央改訂委員会」の陣容と改訂作業の

経緯にも触れられている。なお，「一昨年」は1946年の，「昨年」は1947年の

定例教区長会議ならびに教区連盟理事会を指すものと恩われる。

面向上。

届「カトリック新聞J194.6年2月10日号（第969号） 1面。
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一昨年の教区長会議の決議に従って企てられた公教会祈祷文の改訂は札幌

教区によってー膳まとまったが，更に昨年の教区長会議の結果，大阪教区

を枢軸として組織された改訂委員会により，札幌案を骨子として作成され，

漸く十一月十日付回口司教の「インプリマトウノレ」をうけ，目下札幌の天

使院印刷部で印刷中であるが，一月中には出来上るものと見られている

今回の改訂は，戦時中から使用していた従来の踊樽文には多少改訂を要す

る箇所があり，その上，終戦後，漢字制限と新カナづかいの問題がおこっ

たのでや』康範囲に行われることになったもので，昨年五月の教区長会議

の後，大阪教区では直ちに四日司教を委員長とし，小林有方，前回朴，佐々

木鉄治の三師の外に越智昌二，腰高輝次の両氏を加えて析構文中央改訂委

員会を組織し，札幌案にもとづき全国各教区から集まった改訂に関する意

見と希望とを参照し八月中旬改訂原案を作成，関係数区長にこれを示し再

度の意見を求め，これを参照して第二案をまとめ，常用漢字新カナづかい

などについては専門家の校訂を経て最終案を決定した

新祈祷文では主要な祈りはもとのま』で「聖母の汚れなき聖心に日本国を

さ』げる祈り」が新たに加えられたが，各教区長の意見希望をなるべく容

れて諸所に相当の改訂がほどこされている

この際， 新稿文も口語体か，少くともそれにちかい，やさしい文章に改め

てはどうか，という意見は当然論議されたが，ミサ析樽，公教要理，聖書

にまで影響するところがあり，到底短期日には出来ないので，そこまで手

をつけないこととなり，また信者の佃も考えて主要な祈りは変えない方針

をとった
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しかし漢字制限と新カナづかいは厳格に実行され，業，罪，嫡宥だけは例

外として残されているが，讃美は「賛美」，栄言語，信徳諦は「栄唱」「信徳

唱」，秘蹟は「秘跡」というふうに当て字が工夫されたり，「げんそんJ「か

んいん」「くぎ付け」「悔しゅん」などカナ書きが多く使用されている 67

ここにいう「漢字制限と新カナづかいの問題」とは， 1946年9月21日に文

部大臣に答申された「現代かなづかいJ，ならびに同年11月5日に文部大臣に

答申された「当用漢字表」への対応を指すものと思われる倒。

以下に引用する「完全なる痛悔の新」は，回日の出版許可は得ているものの，

奥付のない『公教舎新詩文』に収められた版である。扉1枚目に縦書きで2段

にわたり「公教舎新詩文」「号射T所公敬枇」左記され， 2枚目には横書き 4行

にわたって「ImprimaturI Paulus Taguchi, I Episcop田 OsakensisI Osaka, die 

15Novi四 th由 1947Jと記されている。

明析の
松
博

司
痛

頁

杭

苅
宏
エ

ロ
位
五

茎語家蓮の芙宝，われは者正案めを護れる身にて誌も極もなき

著なれども，官なき諦あわれみに依り撮み，語義のほだしlこま｜

かれながらあえて省請に韮み宮つる。企室は菜、差にして主実なる芙

茎，首切なき書揺のみ誌にて，われらに藁ぇ諮ぅ鮪官みは，まこと

に官なきにより，最古車に通えて藻く宝を差し，韻もしく意i,.／茅

67「カトリック新聞J1948年 1月4日号（第1田4号） 1面。
68 htゆ：／/koku伊b凶虫色伊伊1/kok略。一凶hongo~oho/kak怯U守U姐'I/to鑑101危tdex.h回I （「現
代かなづかい」答申）

htゆ：／/kokugo.bur虫色go必1/kokugo_nih.ongo~oho/kakuki/syusen/旬宿泊12/index.h回1 （「当

用漢字表」答申）



るべきに，かえってさまく・C')i議して出こ普きたれば，ぃ

[277頁］

まさら，諦慈しを巌ぃ曲ずべき身にあらざるなり。されど室の

詣あわれみはわが葬の譲きよりもなお謀、く，街字ィエズスの読

し籍いし街温の弱誌は，わが葬の突いなるよりも，さらに突い

なることを舟制。主は，葬文なりとも，葬を品、官めなば，

いつにても慈し諮うと官いしにより，こいねがわくは，わが葬

を慈し籍ぇ。わが諾したる葬を かく＂.C,~の量より緩みて吾首し
寄っるは，あえて築笹の著しみを慈る』ゆえにあらず，ひとえに

2厳選しみに議じ，葉えと幸福との官官なき主に普きしを馨しみ靖

めばなり。叢lこわれ琴よりすを官め，董ねて葬をおして，官び

弱芯に普くまじと装芯し宮、。動議文なれども，宮いに瀦あわ

[278頁］

れみをもって賀み謡え，わが葬の1tいとして，告苦難の譲りなき

勧誌を蔽げた萎つる。巌わくは，梢みをれわれを室の餅

のうちに茄ぇ諮ぇ。主選マリアの諦最哀により，わがこの韻い

を曲き暴れ謡え。アーメン。

1 0.長谷川集平訳
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最後に「こんちりさんのりやく」の貴重な現代語試訳をも紹介しておきたい。

訳者は， 1976年第3回創作えほん新人賞の受賞作『はせがわくんきらいや』

をはじめ，『石とダイヤモンド』『鉛筆デッサン小池さん』（1992年第14回路傍

の石文学賞），『ホームランを打ったことのない君に』 (2007年第12回日本絵本

賞）などの作品で知られる絵本作家の長谷川集平である叱底本には片岡弥吉

副長谷川集平『こんちりさんのりやく・ロザリオ キリシタンを解凍する試み』 （大日本
印刷株式会社ICC本部， 2000年） 53頁参照． 「こんちりさんのりやくJの部は， 「育空
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枝注の「こんちりさんのりやく」（前出）が用いられている。解説のなかで長谷

川は，「こんちりさんのりやく」を「ゲームというにはあまりに厳しく悲しい営

みJであり，連綿と「一種の伝言ゲームのように伝承されたもの」と位置づけ

たうえで，現代語に試訳した意図を次のように説明している。

ぼくは現在長崎に住むカトりック信者のひとりとして，キリシタンの伝言

ゲームの長い列の最後尾に自分自身を位置づけたかった。前の人の伝言を

自分の感覚でしっかり受けとめたかった。そして細々と続けてきた伝言ゲ

ームはこの辺で打ち切って，メッセージをここから多くの人にひらく作業

にしたかったのです。河

さらに長谷川は「こんちりさんのりやく」を，「思いやりと謙遜を忘れ，反省

せず，叱らず叱れず叱られず，ただ自然の思いに身をまかせ，エゴイズムを憎

長させる」現代日本人への「反省と悔いあらための勧め」と受けとめ，現代語

訳の意義にも言及している九

以下は，長谷川による「こんちりさんのおらしよ」の現代語試訳である。

第四章神に立ち返る罪人の唱えるべき「完全なる痛悔」の祈り

全指永遠の神の省請に，はかりしれなくみっともない身で，あつかまし

く進み出られるような婦は何一つありませんが，限りない轟意義に長り

頼み，諸悪の綱にからめながら，今進み出ます。

ゐ＇＇は永遠無限の主，限りない善徳のみ諒とであり，私たちに与えてくだ

さった数々のあつい釘底は，まことに限りなく，すべてを超えて深く主を

文庫Jにも収録されており，著者のウェプページからエキスパンドブック形式ファイルを
ダウンロードして読むことができる仙句：伽ww.叫i叫 加盟抽吐凶con凶1油 k）。

間同書， 54頁．

n 同書， 64頁参照。
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愛することは当然のっとめです。それなのに，かえってさまざまの罪あや

まちを犯してそむいてしまったわが身，いまさらゆるしを願うようなもの

ではないことは，よく知っています。

私は，かつて犯した罪を弁解しません。ただ罪がはなはだ重く，しかも

数限りないということを告白いたします。

そうではあっても，あなたの幸暴は私の罪よりも深く，ゐ字ィエズス・

キリストの流された割五の恵みが，私の罪よりも広く大きいことを知って

います。

そして，御言長で「罪人が自らの罪を悔やみ悲しむならば，いつでもゆ

るそう」と約束なさったことを思い出し，私の罪をゆるしてくだされば，

過去の罪を心の底から深く悔い悲しみます。

これは，けっして死後に受けるべき苦しみを恐れて申し上げるのではあ

りません。ただひとえに神への愛にかられてのことで，栄光と善徳そのも

のである品事にそむいてしまったことを悲しんでいるのです。

罪人は，今後おこないをあらため，二度と大罪を犯して神の骨量，主にそ

むくことのないように，固く決心します。

あわれみのまなざしを，罪人である私たちに注いでください。罪のかわ

りに，泊室議とはかりしれない街あ誌をささげますから，どうか怒りをし

ずめておゆるしください。イエズスの流された街孟の恵みと，街議の深い

あわれみに頼み，犯した罪のゆるしを乞います。

聖母マリアを信頼し楢最哀をお願いしますから，神様Eうぞお聞き入れ

になって，私を怒らずゆるしてください。

私には何の討論もありませんが，ゐ字と同じように，もう一度召し加え

てください，とつつしんでお願いします。

アーメンイエズス72

n 同書， 49-51頁．
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おわりに

五島，外海系の潜伏キリシタンたちの聞では，おらしよは黙唱されるもので

あり，その伝習も「悲しみ節」の46a聞のみにゆるされていた叱そのように

極端に制限された条件のなかで，「こんちりさんのおらしよ」をはじめとするさ

まざまな先祖伝来の祈りが後世に受け継がれていった。片岡弥吉によれば「外

海町松本のもと帳方で昭和41年（1966年） 90歳で死んだ松尾弥離さん」は生

前次のような貴重な証言を遣したという。

「毎日，御身ゼズスさまのウラッショ三べん，コンチリサン三べん，とがの

ゆるしの二遍返し（告白の祈り）を祈ります。［…］また帳内の衆を，災難，

悪病，罪と汚れから逃して下さいますようにガラサ五三べん，アネスデイ

のワラッショ三ベん，コンチリサン二へんを唱えます。」九

また，現長崎市下黒崎町の村上茂則氏を帳方とする「村上グループJは，今

も「こんちりさんのおらしよ」を唱える習慣を守っているという叱

こうしてみると，粁余曲折は経験しつつも現代に至るまで脈々と受け継がれ

てきた「こんちりさんのおらしよ」は，まさに生き抜かれた信仰の道標として，

諸版のうちにその折々の姿を留めているといってよいかもしれない。

「こんちりさんのおらしよ」で表明される「過ぎし科（を）心の底より漂く悔

やみかなしむ」「真の痛悔con出回o」の発露は，「御大切J，すなわち「愛」であ

n片岡弥吉『絵踏・かくれキリシタン』，前掲書， 200頁参照。
H 同書， 202頁。
拓村上近七・村上茂『旧キリシタン香』 （私家版， 200'7年）には「コンチリサンのオラシ

ヨJのほか「コンチリサンのりやく」 （「こんちりさんのりやく」抜粋）も収められてい
る。村上茂則氏の父茂氏について，ムンシ・ロジェ・グァンジラ『村上茂の伝記』 （聖母
の騎士事土， 2012年），ならびに，同『村上茂の生涯』 （聖母文庫，聖母の騎士社， 2015

年）を参照されたい．
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った。しかし時代を追って観察してみると，その表現には次のような変遷がみ

られ，「愛」そのものが内包する相互関係にうながされるかのように，ときに「告

白者に注がれる神の愛」を指し，ときには「神に向けられる告白者の愛」をも

指し得たことがわかる。

「た立ひとゑに御大切にわもやうされ」（「こんちりさんのりやく」 1603)

「貰有L議犬窃にも官｝され」（『聖教日課』1868，『胡無知理佐元之略』1括的

「註省に命誌漫、lこ濯され」（『公教日課』 18月）

「省に荷担〈憂に議じ」（『公教舎析構文』1896，ラグ『完全なる痛悔』 1902)

「有に論右晶こ議じ」（『公榊榊文』 19仰 ）%

「省に諦1＝＜憂tこ議じ」（『公教舎榊文』 1941)

「ひとえに智遜しみに議じ」（『公教舎新穂文』 1947)

「ただひとえに神への愛にかられてのことで」（長谷川集平， 2000)

‘丸括弧内に「出典／訳者」と「出版年」を記す。

本稿は「こんちりさんのおらしよ」を収めるいくつかの祈祷書を簡単に紹介

するにとどまった。次号では，ここに引用した諸版の文言を比較検討するとと

もに，とりわけ，告白者の心に「真の痛悔」を呼び覚ます「御大切」の本意と

表現の移りかわりについても若干の考察を試みることにしたい。

両編纂兼発行l土天主公教会，明星舎で印刷された．扉には「耶蘇基替降生／公教舎祈祷文
／一千九宵八年Jと三段にわたって印刷されている。




